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局所コンパクト群 G 上には左ハール測度と呼ばれる群の左作用に関して不変な測度 µ が一意的

に存在する。一般には µ は右作用に関して不変ではなく、そのズレを記述するのがモジュラー関

数と呼ばれる G 上の関数である。モジュラー関数が恒等的に 1 であるとき、G はユニモジュラー

であると言われる。ユニモジュラー性はこのように解析的な言葉を用いて定義されているが、代数

的に形式化することも可能であり、例えばアフィン代数群スキーム、あるいはもっと一般にホップ

代数のユニモジュラー性を定義することができる。詳しくは [2] を参照されたい。

さて、量子群などのホップ代数から絡み目や三次元多様体の不変量を構成する方法が数多く知ら

れているが、それらの多くはテンソル圏の枠組みから理解することが可能である。我々は、未だそ

のような理解の与えられていない、有限次元ユニモジュラーホップ代数を用いて位相不変量を構成

するいくつかの方法をテンソル圏の枠組みを用いて理解し、より一般的な構成へと拡張したい。そ

の際にまず問題になるのは、そもそもテンソル圏がユニモジュラーであるとはどういうことかとい

うことである。

Etingof-Nikshych-Ostrik [1] は finite tensor category と呼ばれるクラスのテンソル圏 C に対
し、その “distinguished invertible object” と呼ばれる対象 D ∈ C を定義し、それを用いて C の
ユニモジュラー性を定義した。この対象 D は局所コンパクト群上のモジュラー関数に対応するも

のであるが、C-加群圏 (C-module category)の森田理論から得られるある圏同値を用いて定義され

るため、扱いにくいものとなっている。本講演では、C の中心と呼ばれる組みひも圏 Z(C) を用い
た対象 D および C のユニモジュラー性の特徴づけ [3] に関して説明する。もし時間に余裕があれ

ば、トポロジーなどへの応用を紹介したい。
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